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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

(2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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変動地形学的調査結果（古屋敷～小高東方）

航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結
果，古屋敷～小高東方において「新編 日本の活断
層（1991） 」が指摘するリニアメント位置には変動地
形の可能性のある地形は認められない。 段彩陰影図 (1mメッシュDEM，高さ5倍強調)
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：「新編 日本の活断層（1991） 」が指摘するリニアメント
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（1991）」が指摘する
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古屋敷

小高

段彩陰影図作成範囲

この地図は、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の数値地図200000（地図画
像）及び数値地図25000（地図画像）を複
製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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変動地形学的調査結果（入宝坂～明神峠）

入宝坂～明神峠では，Lcランクリニアメント（西側が低い，
三角状の急崖，急斜面等からなる）が判読される。

段彩陰影図 (1mメッシュDEM，高さ5倍強調)
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段彩陰影図作成範囲

：「新編 日本の活断層（1991）」が指摘するリニアメント

：Lcランクリニアメント

入宝坂

折屋
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馬渡戸

追分

0 2km
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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変動地形学的調査結果（古屋敷～小高東方）

航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，古屋敷～小高東方におい
て「新編 日本の活断層（1991）」が指摘するリニアメント位置には変動地形の可
能性のある地形は認められない。

鳥瞰図（国土地理院，10mメッシュDEM）
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⇒

：「新編 日本の活断層（1991） 」が
指摘するリニアメント

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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変動地形学的調査結果（入宝坂～明神峠）

鳥瞰図 （国土地理院，10mメッシュDEM）

入宝坂～明神峠では，Lcランクリニアメント（西側が低い，三角状の急崖，急斜
面等からなる）が判読される。
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⇒

この地図は、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の数値地図200000（地図画
像）及び数値地図25000（地図画像）を複
製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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中石井拡大ルートマップ位置

 リニアメントとほぼ一致してカタク

レーサイトと赤坂層を境する断層

が認められる。

中石井ではリニアメントの直下に

カタクレーサイトと赤坂層を境す

る断層露頭が認められる。

0 1km

図示範囲

LDリニアメント

凡例この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

中石井周辺の地質平面図
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト
（片麻岩起源）

カタクレーサイト
（堆積岩起源）

カタクレーサイト
（片麻岩起源）

カタクレーサイト
（堆積岩起源）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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拡大ルートマップ
位置Cc(Sd)

Akc

Cc(gn)

リニアメント直下においてカタクレーサイトと赤坂層を境する断層露頭が認められ

る。

写真-1

写真-2

写真1 カタクレーサイト全景 写真2 断層と赤坂層全景

中石井拡大ルートマップ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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リニアメント付近に断層が認められ，断層を挟んで西側にカタクレーサイト，東側には赤坂
層の礫岩が分布する。

断層の方向はN15°E86°W，条線のレイク角は16°Sである。

断層面に沿って幅約50cmの固結した岩片状破砕部，幅約5cmの固結した黒色鱗片状破砕
部及び幅8cm以下で膨縮し，やや固結した暗灰色粘土状破砕部を挟在しており，粘土状破
砕部の断層面は所々湾曲し，かつ不連続である。

これらの破砕部を切る新期の断層は認められない。

写真①撮影範囲

写真① 断層部の全景

写真② 断層部の拡大

写真②撮影範囲

中石井 露頭スケッチ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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0 1km

図示範囲

 リニアメントとほぼ一致して，

カタクレーサイトの岩相を境す

る断層が認められる。

川上西方では，リニアメントを

横断する連続露頭において，

塊状のカタクレーサイトと片状

のカタクレーサイトを境する断

層露頭が認められる。

（LDリニアメント）

川上西方拡大ルートマップ位置

凡例

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

川上西方周辺の地質平面図
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト（角礫状～片状）

カタクレーサイト（塊状）

カタクレーサイト
（塊状）

カタクレーサイト
（角礫状～片状）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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リニアメントを挟んで東側に角礫状～片状カ
タクレーサイトが，西側には塊状カタクレーサ
イトが分布しており，リニアメント直下には，こ
れらのカタクレーサイトを境する断層が認め
られるが，新期の断層面は認められない。

このリニアメントの東側の角礫状～片状カタ
クレーサイトは，片麻岩起源のカタクレーサイ
トが主体で，低角度のせん断面が卓越してい
る。カタクレーサイト中のブロックは数m以下
である。また西側に分布する塊状カタクレー
サイトは，片麻岩起源のカタクレーサイトから
なり，変形の程度は片状カタクレーサイトに
比べ弱く，カタクレーサイト中のブロックは数
m～10m前後である。

写真1

写真2

川上西方拡大ルートマップ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

カタクレーサイト

カタクレーサイト

カタクレーサイト カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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リニアメントを挟んで東側には片状カタクレーサイトと塊状カタクレーサイトが，
西側には塊状カタクレーサイトが分布し，リニアメント直下には，これらのカタ
クレーサイトを境する断層及びこの断層を変位させる2条の断層が認められる。
しかし，断層面はいずれも凹凸に富んだ不連続なものである。

片状カタクレーサイト及び塊状カタクレーサイトを境する断層は，断層面に
沿って厚さ1㎝以下の固結した灰白色細粒鉱物を挟在する。なお，これらを切
る新期の断層面は認められない。

リニアメント東側の片状カタクレーサイトは，片麻岩起源のカタクレーサイトが
主体であり，低角度のせん断面が卓越している。また，カタクレーサイト中の
ブロックは，数m以下である。

西側の塊状カタクレーサイトは，片麻岩起源のカタクレーサイトからなり，変形
の程度は片状カタクレーサイトに比べ弱く，カタクレーサイト中のブロックは数
m～10m前後である。

川上西方 露頭スケッチ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

片状カタクレーサイト

塊状カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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0 100m

0 1km

図示範囲

リニアメントの近傍に，カタクレーサ
イトと赤坂層を境する断層が認めら
れる。

リニアメントは上記断層から100m程
度西側に位置する。

（LDリニアメント）

戸中トレンチ調査位置

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

戸中周辺の地質平面図
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

カタクレーサイト

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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上位より表土，火山灰質シルト及び斜面堆積物が分布し，その下位
に著しく風化した片麻岩起源のカタクレーサイトが分布しており，カタ
クレーサイトには新期の断層面は認められない。

 カタクレーサイトの片理の走向はおおむねNS方向で，西に30°程度
傾斜しており，アプライト脈，石英脈の不規則な貫入が認められ，そ
の部分はリニアメントの山側に多い傾向がある。

斜面堆積物の年代は，Ⅱ層に鬼界葛原テフラ（約9.5万年前）及び沼
沢芝原テフラ（約13万年前～9万年前）を含むことなどから，約13万年
前～9万年前以降連続的に堆積したものと判断される。

 これらの斜面堆積物に変形は認められない。

戸中トレンチ調査結果
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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トレンチ全景写真

W

E

約40m

約12m

戸中トレンチの南面写真
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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折屋拡大ルートマップ位置

折屋周辺の地質平面図

0 2km

図示範囲

（LCリニアメント）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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露頭①

 リニアメントを横断する連続露頭においてカタクレー
サイトと阿武隈花崗岩類を境する断層が認められる。

 カタクレーサイトと阿武隈花崗岩類の境界は，複数
の断層が分布する漸移的な断層として認められるが，
いずれの断層も断層面が平面的でなく，破砕部は固
結しており，これを切る新期の断層は認められない。

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）

による推定活断層位置

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層位置

折屋拡大ルートマップ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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写真

 カタクレーサイト中には，幅約40cm以下の粘土状破砕部が数条認められるが，破

砕部は固結している。

境界である断層面は凹凸に富み連続性に乏しく，その走向はＮＮＥ－ＳＳＷで，

50°～80°西に傾斜している。

 これらの破砕部を切る新期の断層は認められない。

写真

花崗閃緑岩健岩部
（阿武隈花崗岩類）

折屋 露頭①スケッチ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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リニアメントにほぼ一致して，

阿武隈花崗岩類とカタク

レーサイトを境する棚倉破

砕帯東縁断層が認められる。

道清では，リニアメント付近

で阿武隈花崗岩類とカタク

レーサイトを境する棚倉破

砕帯東縁断層が推定され，

東金砂山層はこれらの地層

を不整合に覆っている。

道清周辺の地質平面図

図示範囲

0 2km

（LCリニアメント）

この地図は、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の数値地図200000（地図画
像）及び数値地図25000（地図画像）を複
製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



79

拡大ルートマップ位置

拡大ルートマップ
（1／2）位置

露頭①

露頭②

極細粒～細粒砂岩（東金砂山層）

花崗岩類

（数字は傾斜の角度）

礫混じり砂岩

細粒砂岩

リニアメント付近に，東金砂山層と花崗岩類と
の不整合境界が認められる。さらにリニアメン
トの西方約30m付近には，東金砂山層とカタク
レーサイトとの不整合境界が認められる。

本ルート付近では，東側に分布する基盤の花崗岩類と，西側に分布するカタクレーサイト
を境する南北走向の断層が，東金砂山層の下位に伏在するものと推定される。

東金砂山層中には，N18°W40°～50°Wの断層面の癒着した断層が層理面沿いに認め
られる。

道清拡大ルートマップ（1/2）
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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写真2

幅1㎝以下の固結した粘土状破砕部
を挟在する。
（一部軟質であるが不連続）

（礫混じり砂岩）

pf.N60°W52°N

東金砂山層の粗～中粒砂岩と細粒砂岩の境界には，層理面に平行な断層
面が癒着した断層が認められ，幅1cm以下の固結した粘土状破砕部を挟在
する。この粘土状破砕部は部分的に軟質であるが，不連続である。

断層面の走向・傾斜はN18°W42°W，条線のレイク角は60°Sを示す。

断層近傍の東金砂山層の砂岩及び礫岩中には，泥岩脈が認められる。

道清 露頭①スケッチ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



81

（細粒砂）

東金砂山層の極粗粒砂岩と礫岩の境界には，層理
面に平行な断層面の癒着した断層が認められ，幅
1cm～3cmの固結した粘土状破砕部を挟在する。こ
の粘土状破砕部は部分的に軟質で不連続である。

断層面の走向・傾斜はN18°W50°W，条線のレイク
角は60°Sを示す。

断層近傍の東金砂山層の礫岩中には，細粒砂脈が
認められる。

これらを切る新期の断層面は認められない。

道清 露頭②スケッチ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト
カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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拡大ルートマップ位置

拡大ルートマップ
（2／2）位置

カタクレーサイト中には複数の断層が認められるが，いずれも破砕部は固結している。

極細粒～細粒砂岩（東金砂山層）

花崗岩類

（数字は傾斜の角度）

道清拡大ルートマップ（2/2）
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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小妻拡大ルートマップ位置
尾根部トレンチ調査位置

リニアメント付近で，竹

貫変成岩類と東金砂山

層との不整合面が認め

られる。

小妻町周辺の地質平面図

0 2km

図示範囲

LDリニアメント

竹貫変成岩類

凡例

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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 リニアメントの延長部の南西側には東金砂山層の砂岩及び礫岩が西

ないし南側へ25°程度傾斜して分布しており，北東側には竹貫変成岩

類の片麻岩が分布する。

東金砂山層は竹貫変成岩類との不整合面付近でやや急傾斜となり，

小規模な変位をもたらす断層面の癒着した断層が卓越している。

リニアメントの延長部

写真撮影方向

小妻拡大ルートマップ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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東金砂山層は竹貫変成岩類との不整合面付近でやや急傾斜に

なり，断層面が癒着した断層が卓越している。

小妻町 露頭スケッチ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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 「活断層詳細デジタルマップ」（2018）で示されている推定活断層を横断して掘削したトレンチ

の壁面には，東金砂山層の礫岩が西に緩く傾斜して分布している。

礫岩には，破砕帯や急傾斜構造は認められない。

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層位置

拡大スケッチ範囲

写真1 撮影方向
写真2 撮影方向

写真1 トレンチ全景（南西端から撮影） 写真2 トレンチ全景（北東端から撮影）

小妻町 尾根部トレンチ調査結果
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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鞍部直下では，チャネル状に堆積する崖錐堆積物が認められるが，東金砂山層

礫岩及び崖錐堆積物中に断層運動を示唆する変形構造は認められない。

東金砂山層礫岩中には，不明瞭ではあるが部分的に緩い傾斜の堆積粒子の配列

が認められる。

写真撮影範囲

露頭写真

小妻町 尾根部トレンチ拡大スケッチ
1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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竹貫変成岩類（片麻岩）

久保田層
（砂岩）

地表地質調査結果

赤坂層（礫岩）

50万分の1活構造図「新潟」（1984）に
「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

先新第三系
主として迸入岩類及び
関連変成岩類（低圧型）
（竹貫変成岩類に該当）

上部中新統～鮮新統
（主として堆積岩類）

（久保田層及び赤坂層に相当）

・「新編 日本の活断層（1991） 」のリニアメント位置に活構造を含め断層を指摘している文献はなく，東側に分布する先新第三
系の竹貫変成岩類（片麻岩）と西側に分布する新第三系の久保田層（砂岩）及び赤坂層（礫岩）との不整合境界におおむね一
致している。

文献調査結果

：「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

凡 例

大槻（1975）に
「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

竹貫変成岩類（片麻岩）

久保田層（砂岩）

赤坂層（礫岩）

20万分の1地質図幅「白河」（2007）に
「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

赤坂層（礫岩）

竹貫変成岩類（片麻岩）

久保田層（砂岩）

島本ほか（1998）に
「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

竹貫変成岩類（片麻岩）

久保田層（砂岩）
赤坂層（礫岩）

※本範囲に活構造は記載されていない。 ※本範囲に活構造は記載されていない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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不整合露頭①
・久保田層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。

・不整合面は，竹貫変成岩類の片理及び節理に沿って
大きく凹凸している。

・久保田層は中粒〜粗粒砂岩からなり，下部には細礫層
を伴う。

・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

久保田層
中粒～粗粒砂岩
下部には細礫層が発達

崩土

不整合境界

片麻岩

N16W51E

竹貫変成岩類

不整合露頭① 全景写真

不整合露頭①

不整合露頭① スケッチ

不整合露頭① ← →

← →

凡例

：「新編 日本の活断層 1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサ ト

カタクレーサイト

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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不整合露頭②

不整合露頭② 全景写真

礫岩

赤坂層

片麻岩

竹貫変成岩類

WNW← →ESE

不整合露頭②
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず不整合関係で接する。
・不整合面は，凹凸しているが，概ね走向傾斜は，N18W58Wを示す。
・赤坂層は砂岩，礫岩からなり，凝灰岩の薄層を伴う。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭② スケッチ

不整合露頭②

凡例

：「新編 日本の活断層 1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサ ト

カタクレーサイト

カタクレーサ ト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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不整合露頭③

不整合露頭③ 全景写真

礫岩

赤坂層

片麻岩

竹貫変成岩類

スケッチ範囲

NNE← →SSW

不整合露頭③
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。

・不整合面は，凹凸しているが，概ね走向傾斜は，N76E10N
を示す。

・赤坂層は砂岩，礫岩からなる。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭③ スケッチ

不整合露頭③

凡例

：「新編 日本の活断層 1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサ ト

カタクレーサ ト

カタクレーサ ト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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礫岩

竹貫変成岩類

赤坂層 片麻岩

不整合境界
N66E63S

不整合露頭④ スケッチ

不整合露頭④

不整合露頭④
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。

・不整合面は，凹凸しているが，概ね走向傾斜は，
N66E63Sを示す。

・赤坂層は円礫岩からなる。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭④

不整合露頭④ 全景写真

← →

← →

凡例

：「新編 日本の活断層 1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサイト

カタクレーサイト

カタクレーサイト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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不整合露頭⑤
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。

・不整合面は，竹貫変成岩類の片理に沿って細かく
凹凸し入り組んでいる。

・赤坂層は円礫岩からなる。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭⑤ 全景写真

不整合露頭⑤ スケッチ

不整合露頭⑤

不整合露頭⑤

礫岩

竹貫変成岩類

赤坂層

片麻岩

凡例

：「新編 日本の活断層 1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

カタクレーサ ト

カタクレーサ ト

カタクレーサ ト

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



94

殿山西方の急斜面部周辺について，地表地質調査を実施した。

殿山西方の地表地質調査結果（1/2）

0 2km

上渋井

中石井

板庭

押立

追分

馬渡戸

入宝坂

明神峠

折橋町

折屋

古屋敷

小高

段彩陰影図 (1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

古屋敷

小高

「新編 日本の活断層」
が指摘するリニアメント

凡例

標高

仁公儀層
（礫岩,砂岩）

久保田層
（砂岩）

殿山西方の地質平面図

急斜面部

急斜面部

仁公儀層

久保田層

殿山

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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殿山西方の地表地質調査結果（2/2）

0 2km

上渋井

中石井

板庭

押立

追分

馬渡戸

入宝坂

明神峠

折橋町

折屋

古屋敷

小高

・ 島本ほか(1998)によると当該地点は主に砂岩からなる中新統の久保田層が分布し，その上位を主に礫岩及び砂岩からなる鮮新統の仁公儀層が傾斜不整合で覆うとさ
れており，断層は指摘されていない。

・ 地質調査によっても上記と整合する結果が得られており，この地点の地質は，久保田層の砂岩とそれを不整合に覆う仁公儀層の礫岩，砂岩等からなる。仁公儀層の層
理面は全体にほぼ水平～緩く西方に傾斜しており，久保田層は全体に緩く西方に傾斜している。

・ 急斜面の位置は仁公儀層の礫岩の分布の東端にほぼ一致しており，硬質な仁公儀層の礫岩と下位の軟質な久保田層の砂岩との境界が緩やかに西方に傾斜している
ことに起因する差別侵食地形（ケスタ地形）と考えられる。

1:1

仁公儀層
（礫岩,砂岩）

久保田層
（砂岩）

殿山西方の地質平面図

凡例

当該地点の地質平面図（島本ほか（1998）より作成）

（島本ほか（1998）より抜粋）

地質断面図

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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殿山西方の不整合露頭

不整合露頭A
・仁公儀層と久保田層との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。

・不整合面は，概ね西方に緩く傾斜するが凹凸している。
・仁公儀層は円礫岩からなる。
・久保田層は主に細粒砂岩からなり，上部に泥岩，下部
に砂質軽石凝灰岩を伴う。

不整合露頭Ａ 全景写真

不整合露頭Ａ スケッチ

0 2km

上渋井

中石井

板庭

押立

追分

馬渡戸

入宝坂

明神峠

折橋町

折屋

古屋敷

小高

仁公儀層
（礫岩,砂岩）

久保田層
（砂岩）

急斜面部

仁公儀層

久保田層

不整合露頭A

殿山西方の地質平面図

不整合露頭B

急斜面部

不整合露頭Ｂ 全景写真 不整合露頭Ｂ スケッチ

不整合露頭B
・仁公儀層と久保田層との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。

・不整合面は，全体として水平であるが非常に凹凸している。
・仁公儀層は円礫岩からなる。
・久保田層は細粒砂岩からなる。

久保田層

仁公儀層

久保田層

仁公儀層

この地図は、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の数値地図200000（地図画
像）及び数値地図25000（地図画像）を複
製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

（3） 関口－黒磯リニアメント



98

(1）

(2）

(1） (2）

活断層詳細デジタルマッ
プ(2018)の推定活断層

上和野 ボーリング調査結果
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

(2018)

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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現在の地形では，人工改変により，
リニアメント位置においてM1面に変
動地形があるか否かが評価できな
い。

1947年の空中写真から地形図を
作成し，変動地形の有無を確認した。

上和野

0 2km

図示範囲

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。 （承認番号 平26情複、第
337号） 及び （承認番号 平26情複、第
540号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければなら
ない。

上和野周辺のM1面に関する検討
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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国土地理院（1947年，米軍撮影）

※等高線は1m間隔、太線は5m間隔

写
真
全
域
の
地
形
図
を
作
成

M1段丘面にリニアメントは認められない。

上和野

0 2km

図示範囲

この地図は、国土地理院長の承認を
得て、同院発行の数値地図200000
（地図画像）及び数値地図25000（地図
画像）を複製したものである。 （承認
番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）
本図面を第三者がさらに複製する場
合は国土地理院の長の承認を得なけ
ればならない。

上和野周辺のM1面の地形図（1／2）
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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空中写真から作成した地形断面によれば，KW-3及びKW-4付近の

M１面は東に緩やかに傾斜している。

また，ボーリング調査結果によれば，M1段丘堆積物基底は地形と

おおむね調和的である。

活断層詳細デジタルマップ
(2018)の推定活断層

標高(m)

上和野周辺のM1面の地形図（2／2）
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

(2018)

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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0 100m

露頭

大北川

0 2km

図示範囲

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもので
ある。 （承認番号 平26情複、第
337号） 及び （承認番号 平26
情複、第540号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を得
なければならない。

大北川周辺の地質平面図及びボーリング調査位置図
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

活断層詳細デジタルマップ
(2018)の推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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確認された断層破砕部は，KI-W孔の
27m付近（27.05～27.11m）のみである。

破砕部は白色部と淡緑色部に区分され，
淡緑色部に不規則に白色部を含む。

大北川 地質断面図及びボーリング調査結果
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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破砕部

 Ｘ線分析によると，淡緑色部は，主として石英，カリ長石，斜長石及び方解石，白色部は石英及
び方解石からなる。

破砕部は全体に固結しており，これを切断する新期の断層面は認められない。

KI-W孔27m付近の破砕部

大北川地質断面図及びボーリング調査結果（破砕部の性状）
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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 リニアメントを横断して多々良場川
が流下しており，その両岸に阿武隈
花崗岩（黒雲母中粒花崗岩）の健岩
露頭がほぼ連続して分布している。

 リニアメント直下付近に露出する阿
武隈花崗岩も健岩露頭からなり，断
層破砕部は認められない。

阿武隈花崗岩は主にNW－SE走向，
W傾斜の節理が発達している。

拡大ルートマップ位置図

多々良場川
桑作

0 2km

図示範囲

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもので
ある。 （承認番号 平26情複、第
337号） 及び （承認番号 平26
情複、第540号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を得
なければならない。

多々良場川拡大ルートマップ（1／3）
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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写真

N S

図示範囲

多々良場川拡大ルートマップ（2／3）
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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図示範囲

写真

NE SW

多々良場川拡大ルートマップ（3／3）
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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阿武隈花崗岩類を古第三系下部漸新統の白水層群の細粒砂岩

が，緩い東傾斜の不整合面で覆っている。

露頭の東端には不整合面を切る東落ちの断層が認められるが，

走向方向がリニアメントと斜交し，変位量は1m程度の小規模なも

のである。

細粒砂岩（白水層群石城層）

黒雲母花崗閃緑岩（阿武隈花崗岩類）

j.N5°E72°E 節理の走向・傾斜

Pf.N25°E90° 断層面の癒着した断層面の走向・傾斜

l.N6°W16°E 葉理面の走向・傾斜

pf.N25°E90°

写真1

写真2

露頭詳細スケッチ範囲
j.N5°E72°E

l.N6°W16°E

0 2km

桑作露頭
位置

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び （承認
番号 平26情複、第540号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

桑作 露頭スケッチ
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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写真1 露頭上部

写真2 不整合面拡大

桑作 露頭写真（露頭上部）
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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露頭詳細スケッチ

桑作の露頭においては，阿武隈花崗岩類と白水

層群の不整合面が認められる。

本露頭では小規模な断層は認められるが，断層

面は癒着している。

写真3

写真4

桑作 露頭詳細スケッチ
1. (3) 関口－黒磯リニアメント

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲


